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新年を迎えるしめ縄作新年を迎えるしめ縄作りり
見事な手さばき見事な手さばきにに
みんなでビックリみんなでビックリ！！
「北方小学校３年生総合学「北方小学校３年生 総合学習習

～おじいさんおばあさんの良さを知ろう（１２/８）～おじいさんおばあさんの良さを知ろう（１２/８）」」

主な内主な内容容
新年のあいさ 新年のあいさつつ

特集「年男・年女に聞く新年の抱負 特集「年男・年女に聞く新年の抱負」」

ご存知ですか？国民健康保険の退職者医療制 ご存知ですか？国民健康保険の退職者医療制度度

福祉や介護・子育てについての相談 福祉や介護・子育てについての相談はは

民生・児童委員までお気軽　 民生・児童委員までお気軽にに

9町トピック 9町トピックスス

市民の広 市民の広場場

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報１１
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
さ
く
ら
」
が
咲
く
春
の
息
吹
に
向
け
、
準
備
を
は

じ
め
た
登
米
市
の
大
地
か
ら
、
し
っ
か
り
と
根
を
張

り
厳
冬
に
耐
え
る
「
す
ぎ
」
の
林
を
眼
下
に
、
輝
く

太
陽
の
光
を
全
身
に
受
け
大
空
に
飛
び
立
ち
大
き
く

羽
ば
た
く
「
は
く
ち
ょ
う
」
の
よ
う
に
、
本
年
も
登

米
市
が
飛
躍
す
る
こ
と
を
切
に
願
う
と
と
も
に
、
そ

の
た
め
の
市
政
運
営
に
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月
に
登
米
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
が
開
局
し
、
毎
日
地
域
の
情
報
が

発
信
さ
れ
、
わ
た
し
も
日
々
登
米
市
を
再
発
見
し
て

お
り
ま
す
。

　
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
長
沼
工
業
団
地
へ

は
、
自
動
車
関
連
企
業
の
ト
ヨ
テ
ツ
東
北
株
式
会
社

さ
ま
と
浅
井
鉄
工
株
式
会
社
さ
ま
、
そ
し
て
名
古
屋

東
部
陸
運
株
式
会
社
さ
ま
３
社
の
進
出
が
相
次
い
で

決
定
し
、
市
内
企
業
と
の
密
接
な
連
携
が
図
ら
れ
、

地
元
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
拡
大
に
よ
る
若
者
の

定
住
な
ど
が
大
変
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
福
祉
の
拠
点
と
し
て
地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
３
施
設
の
整
備
が
進
み
、
こ
の

春
に
は
オ
ー
プ
ン
で
き
る
予
定
で
あ
り
、
平
成
　
年
２３

度
に
は
、
さ
ら
に
４
施
設
の
整
備
を
行
い
、
市
民
福

祉
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
９
月
に
は
、
登
米
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
恒
久
平

和
を
誓
い
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、　

月
に
は
、
登
米
市
市
制
施
行
５
周
年

１０

を
記
念
し
、
市
の
花「
さ
く
ら
」
、
市
の
鳥「
は
く
ち
ょ

う
」
、
市
の
木
「
す
ぎ
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。「
人

と
自
然
が
共
生
す
る
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
長
く

親
し
ま
れ
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
デ
フ
レ
や
円
高
、
高
い
失
業
率
な
ど
、
先

の
見
え
な
い
雇
用
不
安
が
続
く
経
済
状
況
の
中
、
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
中
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
）
参
加
な
ど
の
対
応
が
議
論
と
な
っ
て
お

り
、
登
米
市
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
農
業
に
、
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
懸
念
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
行
財
政
改
革
、
医
師
不
足
や

医
業
収
支
の
改
善
に
向
け
た
登
米
市
立
病
院
改
革
プ

ラ
ン
の
着
実
な
取
り
組
み
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
再

配
置
な
ど
の
教
育
環
境
整
備
、
子
育
て
の
し
や
す
い

生
活
環
境
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定

な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
こ
そ
、
市
民
目
線
を
し
っ

か
り
と
持
ち
、
市
長
と
し
て
職
員
の
先
頭
に
立
ち
、

「
夢
・
大
地
　
み
ん
な
が
愛
す
る
水
の
里
」
の
実
現

に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
平
和

で
明
る
く
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

登米市長

布　施　 孝 　
たか

 尚 
ひさ

迎 春春

夢
と
希
望
の
大
地
か
ら
　

輝
く
未
来
へ
羽
ば
た
く
登
米
市
に
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迎迎　春
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
上
げ
ま
す
。

　
新
春
の
日
の
出
が
、
蚕
飼
山
、
大
塚
山
、
翁
倉
山

の
頂
を
金
色
に
染
め
、
弥
惣
峠
、
水
界
峠
、
羽
沢
峠

を
ゆ
っ
く
り
越
え
て
北
上
川
、
迫
川
、
伊
豆
沼
の
朝

も
や
に
輝
き
を
放
ち
、
数
万
羽
の
雁
た
ち
を
一
気
に

飛
翔
さ
せ
る
。
登
米
市
の
夜
明
け
・
大
地
の
鼓
動
。

　
昨
年
は
春
の
低
温
、
夏
の
記
録
的
猛
暑
に
見
舞
わ

れ
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
や
農
業
生
産
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
米
の
値
段
が
大
幅
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
農
家
の
み
な
ら
ず
市
経
済
に
も
大

き
な
影
響
が
出
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
誘
致
企
業
と
し
て
ト
ヨ
テ
ツ
東
北
株
式
会

社
さ
ま
を
初
め
、
３
社
が
相
次
い
で
進
出
決
定
し
、

工
場
の
建
設
が
始
ま
る
な
ど
、
若
い
人
た
ち
の
雇
用

確
保
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
国
に
お
い
て
は
、
政
権
交
代
を
果
し
た
民
主
党
政

権
が
参
議
院
選
挙
で
敗
れ
、
ね
じ
れ
国
会
が
再
現
、

菅
政
権
も
混
迷
の
度
を
増
し
、
唐
突
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
表
明
は

決
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
登
米
市
誕
生
か
ら
６
年
が
経
過
し
、
合
併
の
契
機

と
な
っ
た
広
域
４
事
業
の
最
後
の
施
設
「
汚
泥
再
生

共
同
処
理
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
。
合
併
特
例
債
活
用

事
業
は
保
育
・
学
校
・
介
護
施
設
の
建
設
や
市
道
の

整
備
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
配
備
な
ど
　
事
業
、

８５

約
１
７
０
億
円
が
投
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
例
債
の
活
用
期
限
や
地
方
交
付
税
の
一
本
算
定

ま
で
あ
と
４
年
、
同
規
模
自
治
体
と
比
べ
て
多
い
施

設
、
職
員
数
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ず
軟
着

陸
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
「
み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
」
が
開
通

し
、「
ト
ヨ
テ
ツ
東
北
株
式
会
社
」
の
操
業
が
い
よ
い

よ
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
議
会
は
、
自
ら
の
改
革
を
進
め
る
た
め
「
議

会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
議
論
を
進
め

て
い
ま
す
。
す
で
に
、
　

回
の
委
員
会
を
開
き
、
議

２７

員
報
酬
、
政
務
調
査
費
の
削
減
な
ど
を
実
施
し
、
さ

ら
に
、
現
在
、
福
島
大
学
の
教
授
、
市
民
公
募
の
委

員
を
交
え
て
「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
た

議
論
の
真
っ
最
中
で
す
。

　
と
も
す
れ
ば
批
判
と
監
視
に
重
き
を
置
く
議
会
を

執
行
部
と
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
均
衡
と
協
調

を
図
り
、
市
の
未
来
と
市
民
の
た
め
の
選
択
と
意
思

決
定
を
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
た
議
会
と
、
同
じ
く
市
民

か
ら
直
接
選
ば
れ
た
市
長
が
二
元
代
表
制
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
切
磋
琢
磨
し
て
市
民
福
祉
の
向
上
を
実
現

す
る
た
め
、
議
会
が
自
ら
報
告
会
や
市
民
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
市
民
要
望
を
政
策
と
し
て

提
言
・
提
案
・
実
現
を
し
て
い
く
の
が
骨
子
で
す
。

　
ま
た
、「
地
域
医
療
確
立
調
査
特
別
委
員
会
」
で
は
、

地
域
医
療
の
本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
、
市
民
と
医
師

か
ら
望
ま
れ
る
市
民
病
院
の
姿
、
開
業
医
や
保
健
福

祉
と
の
連
携
、
救
急
体
制
の
整
備
、
厳
し
い
病
院
財

政
の
今
後
な
ど
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
維
新
を
目
指
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
新
し
い

議
会
の
姿
を
希
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

登米市議会議長

星　 順 　
じゅん

 一 
いち

み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
の
開
通
と

企
業
の
躍
進
・
雇
用
の
拡
大
に
期
待
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　今年の目標は、２人の娘がいるの

で仕事や家庭で日々精進し、ますま

す「良いパパ」になれるよう努力を

していきたいと思っています。

　仕事では、町内の設備会社に勤め

ているので、仕事で必要となる資格

の取得を目指すとともに、多くの事

を吸収し、自分の視野を広げられる

ような年にしたいと思っています。

　また、家族のためにも健康で元気

に仕事ができるよう、体調管理に注

意し、家族仲良く暮らせる１年にし

たいと思います。

　わたしの今年の抱負は、６年生に

なるので、優しいお姉さんとして下

級生のお世話をしたり、一緒に遊ん

であげたりすることです。

　また、勉強では、社会と国語を頑

張りたいです。中でも社会では初め

て「歴史」が出てくるので、歴史の

本を読んだり、調べたりして頑張っ

て勉強したいと思っています。

　家では、皿洗いやお風呂の掃除な

ど、お母さんのお手伝いをしっかり

として元気に過ごせる１年にしたい

です。

　学校では、最高学年として下級生

のお手本となるように、学校での生

活を頑張りたいです。

　また、６年生になると、勉強もだ

んだん難しくなってくるので、苦手

な算数を頑張り、家での自主学習で

は、毎日１時間を目標に予習・復習

をしたいと思います。

　小学校１年から続けているソフト

テニススポーツ少年団では、仲間と

一緒に練習を頑張り、県で１位に

なって全国大会に出場し、入賞を目

指したいと思います。

昭和
伊藤  良 

りょう

 子 さん
こ

津山町横山１０区・71歳

昭和
小野寺  勇  太 さん

ゆう た

登米町我津郷・２３歳 １１
平成

阿部  晏  伽 さん
はる か

津山町西下在・１１歳 １１
平成

小出  尚  典 くん
たか のり

東和町米川第６区・１１歳

良
い
パ
パ
目
指
し

努
力
し
た
い

今
年
の
目
標
は

全
国
大
会
出
場
！

初
め
て
の
「
歴
史
」

頑
張
っ
て
勉
強
を

　　年男・年女に聞く

『新　  抱   』年
の 負

今年は卯年！

新 年 企 画 

６　２

　　　　　皆さん明けましておめでとうございます。

　　　　　平成２３年が始まりました。今年のえとは「 卯 （ウサギ）」です。
う

　　　　　卯は十二支の中で４番目に数えられ、家族単位で行動すること　　　　

　　　　や、その穏やかな様子から、家族愛・家内安全の象徴となっていま

す。また、「ぴょんぴょん」と素早く跳ねる姿から飛躍を表します。

　ウサギの数え方は、伝統的に１羽、２羽と鳥と同様の「羽」を使用しますが、この

由来には諸説あり、主なものには獣肉食が禁止されていた時代、大きく長い耳の形状

が鳥の羽を連想させることから「ウサギは 獣 ではなく鳥だ」と見なして食肉としてい
けもの

たとする説や、「ウサギはウ（鵜）とサギ（鷺）に分けられるから鳥だ」とこじつけて

食肉としていたとする説などがあります。

　また、かわいらしい動作や姿などから、近年では、ペットとしての人気も高くなっ

　　　　ています。

　　　　　今月号では、そんな卯年生まれの「年男・年女」を代表して市内

　　　　の９人に新年の抱負を語っていただきました。
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　わたしは、若いころからスポーツ

が好きで、現在でも市内の還暦野球

チーム「登米イーグルス」のほか、

地元の卓球やバドミントンのサーク

ルなどに所属しさまざまなスポーツ

を楽しんでいます。

　昨年は、体調を崩してしまい活動

することができず、健康の大切さを

痛感した年でもありました。

　今年は、体調も回復したので健康

管理に注意しながら、また多くの仲

間とともに、楽しく元気にスポーツ

を続けていきたいと思っています。

　今年、還暦という大きな節目を迎

え、改めて年月の早さを感じました。

　家族や地域の皆さんの支えによっ

て今日があると実感しています。

　わたしは、旅行が趣味で毎年夫や

家族と各地に旅行に行っていますが、

今年も元気に行くことができるよう、

夫と一緒に体調管理には十分注意し

たいと思っています。　

　今年も仕事や休暇を通して、家族

との「和」を大切にし、楽しく充実

した１年を過ごしていきたいと思い

ます。

　現在、水稲と約600坪の温室ハウ

スでイチゴ栽培を行っています。今

年は、引き続き品質の向上や収量の

増加を目指すとともに、野外での作

業や早朝からの作業など、体が資本

となる仕事なので人一倍健康に注意

し、消費者の皆さんにおいしいイチ

ゴを届けたいと思います。

　また、米価の下落や自給率低下な

どの諸問題を改善するため、需給や

価格の安定に対する支援など、農家

の現場に目を向け、日本の農業を守

るような政策を国に期待します。

１４
昭和

伊藤  良 
りょう

 子 さん
こ

津山町横山１０区・71歳

昭和
阿部  勲 さん

いさお

米山町鈴根・７１歳 ２ ６
昭和

渡邉  美  喜  子 さん
み き こ

中田町境堀・59歳 ３ ８
昭和

浅野  和  博 さん
かず ひろ

南方町高石・４７歳

　今年の目標は、介護の仕事をして

いるので、日々笑顔を忘れず、お年

寄りの気持ちになり、いたわりの心

を持って、仕事に取りくむこと。　

　また家庭では、小学６年生の息子

と一昨年に生まれ、現在１歳半にな

る娘がいるので、再度子育てに奮闘

したいと思っています。

　仕事でも家庭でも、いつもわたし

を支えてくれる家族に感謝の気持ち

を忘れることなく、家族とともに健

康で仲良く、楽しい１年にしたいと

思っています。

　今年のわたしの目標は、仕事では

開園時から勤めている「チャチャ

ワールドいしこし」で、お出でいた

だいた多くのお客さまが、終日楽し

んでいただけるよう、心を込めて誠

意ある接客を目指したいと思います。

　また、趣味のブラックバス釣りと

ゴルフでは、技量や技術を身に付け、

両者とも記録の更新を目指したいと

思います。ブラックバス釣りでは、

自己記録の５５以上の大物を狙い、

ゴルフでは１００を切るスコアを目指

したいです。

　現在、町内の(有)岩渕石油に勤め、

スタンドマンとして、お客さまの安

全で快適なドライブのサポートをし

ています。なので仕事では、いつで

も「笑顔」を大切にし、お客さまに

「また来たい」と思っていただけるよ

うな接客を心掛けたいと思います。

　また、家庭では、今よりも一人前

の大人の女性になれるよう、母親を

お手本に、整理整頓や家事などを

しっかりとこなし、自分自身が大き

く成長できる１年にしたいと思って

います。

５ ０
昭和昭和

秋山  礼  子 さん
れい こ

豊里町下町・３５歳

昭和
菅原  弘  樹 さん

ひろ き

石越町第１２・３５歳 ６　２
昭和

北浦  真  美 さん
ま み

迫町一市・23歳

野
球
歴
は
　
年
６０

元
気
な
プ
レ
ー
を

家
族
や
友
人
と
の

和
を
大
切
に

農
業
は
体
が
資
本

健
康
が
一
番

仕
事
と
趣
味

双
方
頑
張
り
た
い

仕
事
と
子
育
て

家
族
に
感
謝
し
て

母
親
の
よ
う
な

女
性
を
目
指
し
て

年男・年女に聞く「新年の抱負」

５ ０



6Tome

安全な

暮らしへ

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ご
存
知
で
す
か
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

　
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険

国
民
健
康
保
険
のののののののののののののののののののののの
退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

退
職
者
医
療
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

　退職者医療制度は、会社などを退職して国民健康保険に加入した人のう

ち、被用者年金（厚生年金や共済年金など）を受給している６５歳未満の人

と、その被扶養者が対象となる国民健康保険の中の制度です。

　退職者医療制度の保険料、および自己負担率などは、国民健康保険と同

じで、被保険者にとっては一般の国民健康保険と比べても違いが無いこと

になりますが、 退職者医療制度では、医療費の一部が被用者保険（現役時

に加入していた健康保険）からの拠出金でまかなわれます。

　そのため対象者であっても、制度を知らなかったり、届け出を忘れてい

たりした場合は、本来であれば現役時代に勤務していた被用者（健康）保

険などからの拠出金で負担すべき医療費までも、国民健康保険で負担する

ことになり、国や市の負担が増えて保険税額にも影響しますので、対象と

なる場合は、忘れずに届け出をしてください。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受

け
ら
れ
る
人
と
そ
の
家
族
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

退職者医療制度とは？

【問い合わせ】　市民生活部　国保年金課保険給付係　 0220（58）2166

退職者医療制度の対象となる人

国民健康保険に加入している人

６５歳未満の人

厚生年金や各種共済組合などの年金を受けられる人で、その加入期間が

　２０年以上、もしくは４０歳以降１０年以上ある人

退職者医療制度の被扶養者

　退職被保険者本人と生活を共にし、主に退職被保険者本人の収入によっ

て生計を維持している次の人です。

退職被保険者の直系尊属、配偶者と３親等以内の親族、または配偶者の

　父母と子

国民健康保険に加入し、６５歳未満の人

年間の収入が１３０万円未満（６０歳以上の人や障がい者は１８０万円未満）

対象となる日

　年金受給権の発生した日が対象日です。年金証書を受け取ったら１４日以

内に各総合支所市民福祉課窓口に届け出ください。「国民健康保険退職被

保険者証」が交付されます。

　また、６５歳に達した場合、その翌月か

らは一般の国民健康保険証に切り替わり

ます。新しい被保険者証は、有効期限が

満了する前に国保年金課から送付します。

【届け出に必要なもの】

現在お持ちの国民健康保険被保険者証

年金証書

印鑑

被保険者証には○退 が表示され、退職

本人（被保険者）、退職被扶養者

（被扶養者）の区分に分けられます。

自己負担額と保険税額

　医療機関で支払う自己負担額は、国民健康保険同様に３割負担（未就学

児は２割）です。保険税額についても国民健康保険と変わりありません。
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担当地区氏　名担当地区氏　名担当地区氏　名

大柳、(上沼)新田鈴木　　巖

中
田
地
域

北沢・入谷・羽沢須藤　　江登
米
地
域

東表齋藤　幸子

迫
地
域

川面三浦　有孝全域（※）河内　正治西表佐々木悦子

新小路佐々木成子　〃　（※）芳賀　幸恵平柳髙橋　　彦

(浅水)新田千葉　至誠米谷第１区秋葉　茂雄

東
和
地
域

赤沼飯塚　一男

小島小野寺洋子　〃阿部　豪英駒木三浦　厚子

浅部須藤　勇一米谷第２区三浦　　進光ヶ丘東小野　孝子

巻、沼畑牧野　秋夫米谷第３区赤松　和子錦東鈴木みえ子

長谷、舟場小野寺靖子　〃阿部　　昭錦西岡部　安浩

担当地区氏　名全域（※）近藤　譲行米谷第４区松木　貞俊的場鈴木　　男

駅前齋藤　宣子

石
越
地
域

　〃　（※）佐藤　清子米谷第５区小出　秀一五日町千葉やゑ子

赤谷、寺山千葉　惇夫上町金沢よしえ

豊
里
地
域

米谷第６区佐藤　道子八幡大澤　大志

第七、駅前住宅佐藤　哲夫新町阿部　宗臣米谷第７区猪又　　貴鉄砲丁岩崎　里子

第八、第九千葉　丈夫横町西條　俊文米谷第８区大崎　俊二大網東及川　正幸

第十、海上連伍十川英雄浦軒佐藤　桂子　〃熊谷　新介大網西森谷　和雄

第十一、第十二三浦　　貞仲町、川前山形　孝男米谷第９区佐藤　正吾　〃　三浦　晴夫

第十三、第十四工藤　健二下町佐藤まき子米川第１区菅原　正道新町小田島善一郎

芦倉上佐藤　茂幸東二ツ屋岩渕みさ子米川第２区及川　文雄横丁及川　信弘

芦倉下稲邊あい子西二ツ屋、上谷地伊澤つさ子米川第３区小野寺ツタ子八日町・一市・小金丁三浦美代子

全域（※）佐々木敬次十五貫佐藤　孝男米川第４区後藤美貴子下舟丁菅原れい子

　〃　（※）二階堂美惠子大曲佐々木直守米川第５区佐藤　秀子本田・駅前浅野　英一

峯三浦　　悦

南
方
地
域

竹花阿部　幸子米川第６区山口　玲子上舟丁髙橋　　滉

板倉鎌田　幸喜保手、庚申伊藤　良雄米川第７区菅原　　勇内町・西舘佐藤惠津子

沢田、青島髙橋　善藏長根髙橋　正昭米川第８区及川榮久子古宿尾形　新一

原、大門佐々木富子加々巻浅野　英子米川第９区小野寺ひさ子天形・上沢尾形　　浩

北本郷澁谷　笑子山根、白鳥佐々木君子米川第１０区須藤　嘉男永田三浦　紀子

　〃亀井　德二白鳥、鴇波岩崎　　功錦織第１区伊東タカ子山の上・舟橋遊佐　重友

細川、大岳山田　俊道全域（※）眞山　裕一　〃及川　祐子山の内關　　嘉基

裏大岳、北大畑高橋　　福　〃　（※）　野　春江錦織第２区小野満喜子泥内・仮屋名生　　力

南大畑柴崎のり子狐崎、畑崎及川　勝義

米
山
地
域

錦織第３区丸山多喜子三方島・飯土井　千葉　久幸

松葉、山成髙橋　　充新田、中埣 佐藤まさこ錦織第４区森本欣八郎坂戸星　つや子

梶沼、砥落高橋まつ子鈴根、江浪主藤　敏寛錦織第５区小野寺勝正新田駅前佐藤由美子

大袋高橋みよこ大又、相ノ山三浦きさ子　〃千葉美和子倉崎・山ノ神髙橋　信子

狼掛日下　雄喜今泉島陰　久雄錦織第６区菅原　洋子大形・小友鈴木たき子

畑岡只野　良武貝待井久須田眞也全域（※）鈴木　泰子茂栗遊佐　牧子

柳沢鈴木　秀市永沢、森腰菅野　　誠　〃　（※）秋山　　宏品の浦・菱の倉髙橋　　子

沼崎後藤アサ子中新田、日向菅原　悦子蓬田、駒牽日野　和子

中
田
地
域

大浦・板橋・上葉の木沢伊藤　昭爾

一ノ曲佐竹　壽博朝来、山吉田、町吉田後藤　　勲野元、本町畑中林　　哲雄駒林・立戸星　　　大

新高石鈴木　忠子後小路、下小路佐々木勝清仲町伊東　京子中江森田　　力

高石伊藤　忠輝平埣梅本　孝雄新町、城内氏家　清一萩洗金野　節子

苔下、苔上星　みき子十日町、中町千葉　早苗白地、二ツ木千葉　德夫大網南戸田　和夫

平貝、須崎木杢　孝史三日町、八軒小路佐々木　啓桑代、(石森)長根佐藤　　仁光ヶ丘西土生　淑子

全域（※）鈴木智栄子新町鈴木　保幸細谷、境堀万里崎たみ子江合岩間　明男

　〃　（※）鎌田　正美砥落鈴木　洋子茶畑、加賀野一熊谷　武義全域（※）阿部　富夫

東下在、西下在佐々木　諭

津
山
地
域

追土地佐竹　一友表唐橋　哲朗　〃　（※）三浦美季子

平形、元町第一、元町第二及川　文一清水千葉　京子加賀野二、南加賀野佐々木正記館山・辺室山・遠見台鈴木とき子

登
米
地
域

本町一丁目、本町二丁目茂木　良夫六軒屋敷、城内鈴木　正孝南町、新橋菅原　政美駅前・前舟橋砂金いと子

本町三丁目、本町四丁目千葉　武彦粟ヶ崎、瀬ヶ崎千石さよ子蓬原、東沼倉　勝男前小路・後小路・下町菅野　　久

宮町、小川町小橋　三男的場山崎ふぢ子十文字田島久美子後舟橋・新町・我津郷主藤　則子

石貝阿部　匡教猪込伊　　一郎町菊地　典子八丁田・金沢山畠山　文男

入沢、黄牛町千葉みどり野手谷地関　　勝治舘、神畑芳賀ふさゑ鉄西・鉄東石井あけみ

横山１区、横山２区佐藤　典子斉藤及川　容子森六荒谷、柴六鮱名　昭子金谷・下り松・中町菅原　勝男

横山３区、横山４区熊谷あき子千貫加藤みゑ子並柳、下道五十嵐幸喜九日町・三日町佐藤千惠子

横山５区、横山６区西條　規明全域（※）栁渕　　亨弥勒寺、神ノ木熊谷　敏子荒町・上館山崎　順子

横山７区、横山８区大森　藤彦　〃　（※）伊藤　幸子弥勒寺北、冠木鈴木　初子鉄山高橋　昌子

横山９区、横山１１区阿部　誠子遠澤、第一菅原　道男

石
越
地
域

金谷、寺山千葉　菊子蛭沢・日野渡遠藤　康幸

横山１０区只埜　良子長根、第二二階堂行子(上沼)長根、長崎菅野　芳治渋江・岡谷地・大谷地伊藤　　久

全域（※）西條ゆり子渋川、第三佐々 木サヨ子八幡山、本宮及川　尚子小島・東針田・西針田後藤　昌信

　〃　（※）西條　充子第四後藤みさ子大泉小野寺富之宿小川・中通佐竹　孝喜

新道佐藤　豊子要害、籠壇三浦　政敏五郎峯・峯畑佐々木正起 （※）は主任児童委員さんです

平成２２年１２月１日の民生委

員・児童委員の一斉改選によ

り、市内の民生委員・児童委

員、主任児童委員２２６人が新

たに厚生労働大臣から委嘱さ

れました。任期は２５年１１月３０

日までの３年間で各地区の委

員は下記のとおりです。

福祉や介護・子育てについての相談は

民生・児童委員までお気軽に
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市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

第
　
回
登
米
市

２６
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
年
別
選
手
権
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１２

１２

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館

【
小
学
４
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
佐
藤
菜
央
（
南
方
）

　
第
２
位
　
小
澤
あ
ゆ
み
（
南
方
）

　
第
３
位
　
岩
城
美
希
（
中
田
）

　
　
　
　
　
宍
戸
歩
光
（
石
越
）

 
【
小
学
５
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
菅
原
潤
（
迫
）

　
第
２
位
　
鈴
木
壮
威
（
迫
）

　
第
３
位
　
及
川
魁
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
藤
弾
（
迫
）

 
【
小
学
５
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
文
俊
美
（
南
方
）

　
第
２
位
　
及
川
華
奈
（
迫
）

　
第
３
位
　
佐
藤
彩
理
（
迫
）

　
　
　
　
　
小
野
寺
彩
友
（
中
田
）

 
【
小
学
６
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
航
大
（
東
和
）

　
第
２
位
　
佐
藤
太
寅
（
東
和
）

　
第
３
位
　
及
川
幸
翼
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
藤
俊
希
（
中
田
）

 
【
小
学
６
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
五
十
嵐
千
乃
（
迫
）

　
第
２
位
　
大
山
真
由
子
（
迫
）

　
第
３
位
　
千
葉
る
い
（
石
越
）

　
　
　
　
　
千
葉
遥
（
中
田
）

 
【
中
学
１
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
貫
（
中
田
）

　
第
２
位
　
鎌
田
陸
（
迫
）

　
第
３
位
　
高
橋
啓
（
迫
）

　
　
　
　
　
八
島
祐
太
（
迫
）

 
【
中
学
１
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
遠
藤
千
冬
（
迫
）

　
第
２
位
　
狩
野
里
美
（
迫
）

　
第
３
位
　
鈴
木
彩
夏
（
迫
）

　
　
　
　
　
横
山
稀
理
（
迫
）

 
【
中
学
２
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
熊
谷
祐
汰
（
中
田
）

　
第
２
位
　
三
浦
祐
哉
（
迫
）

　
第
３
位
　
佐
藤
裕
周
（
迫
）

　
　
　
　
　
関
泰
作
（
中
田
）

 
【
中
学
２
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
美
乃
（
中
田
）

　
第
２
位
　
及
川
佳
澄
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
々
木
明
日
香
（
迫
）

第
　
回
み
や
ぎ

１０
長
持
唄
全
国
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
祝
）

１１

２３

　
■
会
　
場
　
登
米
祝
祭
劇
場

【
一
般
の
部
】

　
準
優
勝
　
佐
々
木
春
夫
（
石
越
）

　市では、新年恒例の「市消防団出初式」を1月９日に開催します。　

　出初式では、市民の安全・安心を願うとともに、訓練や行進を通じて力強

い登米市消防団の姿を披露します。皆さんのご来場をお待ちしています。

【日時】　１月９日（日）　午前９時～１１時

【会場】　市消防防災センター

【内容】　観閲行進、式典、消防訓練、消防防災センターの開放など

【問い合わせ】　市消防本部警防課　消防団係　緯 ０２２０（２２）１９０１

登米市消防団出初式を開催します

昨年度の観閲行進の様子

受付時間日　　程会　　場

午前
9時～

１１時

午後
１時～

３時３０分

1月20日状・21日畳

米山総合支所 ２階 大会議室

豊里公民館 研修室

石越総合支所 ボランティア室

南方庁舎 ２階 大会議室

1月24日条・25日杖
東和総合支所 ３階 大会議室

津山老人福祉センター 会議室

1月26日浄・27日状
迫公民館 １階 研修室

登米総合支所 201～203会議室

1月28日畳・３１日条中田庁舎 １階 101会議室

【畜産収支事前記帳相談会日程】 　
円
滑
な
申
告
相
談
が
で
き
る
よ

う
白
色
申
告
の
畜
産
農
家
（
個
人

事
業
主
）
を
対
象
と
し
左
記
の
日
程

で
記
帳
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
畜
産
分
の
申
告
は
、
非
常
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
記

帳
相
談
会
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
度
の
償
却
資
産
の

２３

申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
事
業
で
使
用
す
る
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

賦
課
期
日
（
平
成
　
年
１
月
１

２３

日
）
現
在
の
償
却
資
産
を
申
告

書
に
記
載
し
、
１
月
　
日
ま
で

３１

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
課
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資

産
は
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外

の
事
業
で
使
用
す
る
資
産
（
構

築
物
、
機
械
お
よ
び
装
置
、
車

両
お
よ
び
運
搬
具
、
工
具
・
器

具
お
よ
び
備
品
な
ど
）
で
す
。

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　
総
務
部
税
務
課

　
固
定
資
産
税
係

　
緯
０
２
２
０（
　
）２
１
６
３

２２

　
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課

固
定
資
産
税
償
却
資
産

申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

畜産収支の
事前記帳
相談会を
実施します

【
必
要
書
類
】

虚
畜
産
に
係
る
収
支
内
訳
書

許
減
価
償
却
費
計
算
書

距
肉
用
牛
の
棚
卸
表

　
※
許
、
距
は
昨
年
の
申
告
時
に

作
成
し
た
も
の
も
必
要
で
す
。

鋸
肉
用
牛
の
売
り
上
げ
と
経
費
が

分
か
る
書
類

　（
農
協
発
行
の
出
荷
実
績
一
覧

書
、
各
経
費
の
領
収
書
な
ど
）

漁
筆
記
用
具

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係

　
緯
０
２
２
０（
　
）
２
１
６
３

２２

平
成
　
年
度

２２

全
国
体
育
指
導
委
員
表
彰

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
木
）

１１

２５

　
■
会
　
場
　
岐
阜
県
 で
愛
ド
ー
ム

【
　
年
勤
続
体
育
指
導
委
員
表
彰
】

３０　島
陰
久
雄
（
米
山
）

【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
細
浦
息
吹
（
南
方
）

　
第
２
位
　
上
野
直
人
（
迫
）

　
第
３
位
　
千
葉
優
斗
（
迫
）

　
　
　
　
　
阿
部
聡
（
迫
）

　
【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
佳
乃
（
東
和
）

　
第
２
位
　
八
嶋
莉
恵
（
登
米
）

　
第
３
位
　
千
葉
寧
音
（
中
田
）

　
　
　
　
　
小
野
寺
菜
月
（
中
田
）

【
小
学
４
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
堺
紀
人
（
迫
）

　
第
２
位
　
但
木
大
介
（
迫
）

　
第
３
位
　
大
内
朝
陽
（
中
田
）

　
　
　
　
　
千
葉
響
（
石
越
）
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洗練された旬の味を求め、大勢の人が訪れました　料理を通して生産者・料理人・消費者が交流

地域の防災力
向上の一助に

㈱割烹くまがいと㈱中田葬祭
誠香社が消防車両を寄贈

　
地
域
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目

的
に
、
㈱
割
烹
く
ま
が
い
、
㈱
中

田
葬
祭
誠
香
社
（
熊
谷
貞
雄
代
表

取
締
役
）
か
ら
市
消
防
団
中
田
支

団
に
対
し
消
防
広
報
連
絡
車
が
寄

贈
さ
れ
　
月
　
日
、
消
防
防
災
セ

１１

１６

ン
タ
ー
に
お
い
て
受
納
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
受
納
式
に
は
寄
贈
者
で
あ
る
熊

谷
代
表
取
締
役
や
市
長
を
は
じ
め

中
田
支
団
の
関
係
者
な
ど
約
　
人
２０

が
出
席
し
、
関
係
者
が
見
守
る
中

車
検
証
と
マ
ス
タ
ー
キ
ー
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
両
社
に
対
し
て
感
謝

状
が
贈
ら
れ
、
市
長
は
「
中
田
支

団
の
広
報
車
と
し
て
、
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
こ
の
広
報
連
絡
車
は
、
多
目
的

に
活
用
で
き
る
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の

軽
自
動
車
で
、
車
内
設
置
用
消
火

器
や
広
報
装
置
を
装
備
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
中
田
総
合
支
所
に
配

備
さ
れ
、
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

地
域
の
防
火
予
防
巡
回
な
ど
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

熊谷代表取締役（左）から市長に車検証とキーが贈呈

赤色灯も完備し、災害現場への出動も可能な広報車

旬
の
食
材
の
味
覚
を
楽
し
む
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
地
の
恵
み
と
海
の
幸
味
わ
い
フ
ェ
ア

　
市
内
の
生
産
者
と
販
売
や
流
通
、

消
費
な
ど
に
関
わ
る
人
が
交
流
し
、

登
米
・
南
三
陸
地
域
の
安
全
・
安

心
で
良
質
な
農
林
畜
産
・
水
産
物

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
大
地
の
恵
み
と
海

の
幸
味
わ
い
フ
ェ
ア
」
が
　
月
　

１１

２４

日
に
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
市
や
南
三
陸

町
、
農
業
協
同
組
合
が
仙
台
国
際

ホ
テ
ル
と
共
催
で
企
画
し
た
も
の

で
、
当
日
は
、
生
産
者
お
よ
び
販

売
や
流
通
関
係
者
、
料
理
人
な
ど

約
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ェ
ア
に
先
立
ち
　
月
１０

　
日
に
は
、
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
の

２６中
村
総
料
理
長
を
は
じ
め
各
料
理

長
が
市
と
南
三
陸
町
の
生
産
現
場

を
視
察
し
、
生
産
者
か
ら
の
説
明

な
ど
を
通
し
て
食
材
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
で
は
、
布
施
市
長
と
佐

藤
南
三
陸
町
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

仙
台
国
際
ホ
テ
ル
の
中
村
総
料
理

長
が
食
材
や
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
。

　
テ
ー
ブ
ル
に
は
、「
仙
台
黒
毛

和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
」
、「
登

米
産
彩
り
野
菜
の
握
り
寿
司
」
、

「
登
米
産
赤
ピ
ー
マ
ン
の
ム
ー
ス
」
、

「
穴
子
の
マ
リ
ネ
柚
子
風
味
」
、

「
ど
ん
こ
の
味
噌
た
た
き
」
な
ど
、

食
材
の
味
や
魅
力
を
生
か
し
た
和

食
・
洋
食
・
中
華
・
ス
イ
ー
ツ
な

ど
、
　

種
類
を
超
え
る
メ
ニ
ュ
ー

３０

が
並
び
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
は
、
数
々
の
料
理
を

楽
し
み
な
が
ら
、
登
米
・
南
三
陸

両
地
域
の
食
材
の
豊
富
さ
や
、
食

材
の
持
つ
魅
力
を
多
い
に
体
感
し

て
い
ま
し
た
。
　

生産現場を視察する仙台国際ホテルのシェフ
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多くのボランティアの皆さんが受付などを協力

日
々
鍛
錬
し
た
健
脚
を
競
い
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
回
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

２５

　
第
　
回
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

２５

ン
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
　１１

月
　
日
、
登
米
、
中
田
両
地
区
に

２８
わ
た
る
「
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
公
認
コ
ー
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
会
式
で
は
市
長
が
「
こ
の

カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
年
々

参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。『
み

や
ぎ
の
明
治
村
』
と
呼
ば
れ
る
登

米
地
区
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

最
後
ま
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
午
前
9
時
　
分
３０

に
市
長
の
号
砲
と
と
も
に
登
録

者
・
一
般
の
ハ
ー
フ
（
　
・
0
9

２１

7
5
㎞
）
が
ス
タ
ー
ト
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
の
更
新
を
目
指
し
た

り
、
完
走
を
目
的
に
景
色
を
楽
し

ん
だ
り
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
、
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
る
選
手
た
ち
に
、
集
ま
っ
た
観

衆
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
か
ら

「
フ
ァ
イ
ト
！
」「
頑
張
れ
！
」
と

盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
た
ほ

か
、
レ
ー
ス
後
に
は
、
大
会
本
部

か
ら
温
か
い
み
そ
汁
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
へ
の

参
加
者
は
年
々
増
え
て
い
て
、
今

年
は
県
内
外
か
ら
２
６
２
１
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
し
た
選
手
は

８
種
目
　
部
門
で
健
脚
を
競
い
、

３０

力
強
い
走
り
の
公
認
ハ
ー
フ
の
部

か
ら
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
親
子
ペ
ア

の
部
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
、

沿
道
の
観
衆
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

市長の号砲で、登録者・一般ハーフの部がスタート

渾身の力を振りしぼり、激しいデッドヒート

楽しい音楽の
ひとときを
はさま吹奏楽団定期演奏会
「まちの音楽会」

　
市
内
在
住
の
社
会
人
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
吹
奏
楽
バ
ン
ド

「
は
さ
ま
吹
奏
楽
団
」（
団
長
及
川

昭
宏
）
主
催
の
「
第
　
回
定
期
演

２５

奏
会
ま
ち
の
音
楽
会
 」
が
　
月
５

１２

日
、
登
米
祝
祭
劇
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
は
さ
ま
吹
奏
楽
団
は
、
い
ろ
い

ろ
な
団
体
と
の
合
同
演
奏
な
ど
、

積
極
的
な
音
楽
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
平
成
　
年
か
ら
は
地
元
、

１８

小
中
高
生
の
吹
奏
楽
経
験
者
を
広

く
募
集
し
、
毎
年
定
期
演
奏
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
　
回
目
と
な
っ
た
演
奏

２５

会
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１

部
で
は
「
ザ
・
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
」、

「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
な
ど
の
楽
曲
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
第
２
部
で

は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
た
ち
が

中
心
に
な
り
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
　
の
「
ポ

４８

ニ
ー
テ
ー
ル
と
シ
ュ
シ
ュ
」、
新

世代を超えて、子どもたちと一緒に音楽を奏でました

世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ

ン
の
「
残
酷
な
天
使
の

テ
ー
ゼ
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
、
第
３
部
で
は
、

名
誉
指
揮
者
の
保
科
雅

己
さ
ん
の
指
揮
の
も
と

「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
演

奏
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
各
曲
の
終
了
後
に
は
、

吹
奏
楽
団
の
心
地
よ
く

心
温
ま
る
演
奏
に
、
観

客
か
ら
は
い
つ
ま
で
も
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

た
　
ん
　
 れ
　
ん
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家族連れなど、大勢の来場者でにぎわう会場

大
賞
に
赤
豚
の
カ
レ
ー
は
っ
と

　
　
　
　
　
　
第
７
回
日
本
一
は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
登
米
市
の
郷
土
料
理
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
は
っ
と
」
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

第
７
回
日
本
一
は
っ
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
　
月
５
日
、
中
江
中
央
公
園
で

１２
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
２

万
３
千
人
が
は
っ
と
を
堪
能
し
よ

う
と
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
登
米
中
央
商
工
会
女

性
部
に
よ
る
太
鼓
演
奏
で
は
っ
と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
ス
タ
ー
ト
。

各
店
舗
ご
と
に「
あ
ず
き
は
っ
と
」

や
「
油
 麩
 入
り
は
っ
と
」
な
ど
の

ふ

定
番
の
は
っ
と
に
加
え
、「
牛
す

き
は
っ
と
」
や
「
え
び
天
は
っ
と
」

な
ど
、
味
や
食
材
に
工
夫
を
凝
ら

し
た
は
っ
と
が
数
多
く
販
売
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
お
目
当
て
の
テ

ン
ト
に
並
び
熱
々
の
は
っ
と
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
人
気
急

上
昇
の
奥
州
・
仙
台
お
も
て
な
し

集
団
「
伊
達
武
将
隊
」
の
素
晴
ら

し
い
演
武
や
「
は
っ
と
踊
り
」
や

「
よ
さ
こ
い
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
新
企
画
と
し
て
、
来
場

者
が
食
べ
て
お
い
し
い
と
思
っ
た

は
っ
と
に
、
割
り
ば
し
を
投
票
す

る
「
は
っ
と
大
賞
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
、
今
年
の
は
っ
と

大
賞
に
は
、
㈲
伊
豆
沼
農
産
（
迫
）

の
「
赤
豚
の
カ
レ
ー
は
っ
と
」、
準

大
賞
に
は
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
は
っ

と
亭
（
石
越
）
の
「
あ
ず
き
は
っ

と
」、
第
３
位
に
は
ラ
ー
メ
ン
厨

房
丈
や
（
迫
）
の
「
し
お
野
菜
は
っ

と
」
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

今話題の「伊達武将隊」も応援に駆けつけました

さまざまな種類を食べ比べ、はっとを堪能しました

国境を越えて
友好を深める

２０１０登米市国際まつり

　
登
米
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の

「
２
０
１
０
登
米
市
国
際
ま
つ
り
」

が
　
月
　
日
、
迫
公
民
館
で
開
催

１２

１２

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文

化
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
登
米
市

在
住
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
と
信
頼

関
係
や
国
際
理
解
を
深
め
、
友
好

の
輪
を
広
げ
よ
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
ま
つ
り
に
は
、
市
内
在
住
の
外

国
人
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
、
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
人
が

参
加
し
ま
し
た
。　

　
当
日
は
、
参
加
者
が
料
理
を
一

品
ず
つ
持
ち
寄
る
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク

形
式
で
行
わ
れ
た
ほ
か
、
日
本
語

講
座
の
皆
さ
ん
が
母
国
の
料
理
を

作
り
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
南

部
が
発
祥
の
ウ
エ
ス
タ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
の
演
奏
や
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ゲ
ー
ム
や
尺
八
の
演

奏
、
日
本
語
教
室
の
皆
さ
ん
に
よ

る
踊
り
の
披
露
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交

換
な
ど
が
行
わ
れ
、
皆
で
友
好
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。

各国のさまざまな料理が集まりにぎわうテーブル

日本語教室の皆さんによる見事な踊り
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登米
市の
でき
ご

登米
市の
でき
ごとと

おし
らせ
しま
す

おし
らせ
しま
す！！

▲パーティーでは、サンタさんからプレゼントが配られました

▲会食とともに、清水バンドのミニコンサートを楽しみました

▲新鮮な農産物を求め、大勢の買い物客でにぎわった販売コーナー

「中田の物産展ｉｎ東京葛飾」が１１月２１日、東京都葛

飾区南水元の集い交流館で開催されました。これは、

都市部と農村部の交流を図ろうと東京中田会の協力

によって開催されたもので、中之橋町会が毎年開催

している中之橋フェスティバルにおいて市の観光物

産のＰＲや中田町の農産物・農産加工品などの販売

を行いました。当日は、天候にも恵まれ、新米や新

鮮野菜などを買い求める大勢のお客さんでにぎわい

ました。特に野菜は大好評で、販売開始から長蛇の

列ができ、２時間で品切れとなるほど大盛況でした。

大人気でした！中田の農産物
中田の物産展ｉｎ東京葛飾

今年で１１回目を迎える豊里冬の風物詩「豊里駅前冬

の蛍通り」点灯セレモニー＆クリスマスパーティー

が、１２月４日駅前広場で開催されました。当日はセ

レモニーが行われた後、点灯のスイッチが押され、

駅前の産直施設とイチョウの街路樹に設置された色

とりどりの電球約４万個が一斉に点灯しました。ク

リスマスパーティーでは温かいコーンスープが振る

舞われたほか、サンタの格好をした実行委員が子ど

もたちにおかしのプレゼントを配るなど、来場者は

一足早いクリスマス気分を楽しみました。

冬
豊里で冬の蛍が点灯

毎年、恒例となっている米山・南方・登米３地区の

障がい者地域活動支援センターによる交流クリスマ

ス会が１２月１０日、米山総合保健福祉センターで開催

されました。交流会には、３つのセンターの利用者

が大勢参加し、スパゲティなどを食べながら各地区

の様子などを話し合い交流をしたほか、清水バンド

の楽しいミニコンサートやカラオケ、舞踊などのさ

まざまな催し物を見たり、各センターが準備したプ

レゼントをもらったりと、参加した皆さんは、楽し

い一日を過ごしました。

楽しいクリスマスパーティー
米山で障がい者地域活動支援センター交流会

空に輝くイルミネーション
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▲日ごろ使用している施設に感謝を込めて、協力して作業しました

とよま産業まつり（とよま産業まつり実行委員会主

催）が11月28日、登米総合体育館前の駐車場で開催

されました。この祭りは、とよま産の牛肉や豚肉、

新鮮野菜など、地元農畜産物の品質の良さをPRし、

販売を拡大しようと毎年開催されているもので、今

年も大勢の市民が訪れました。また、カッパハーフ

マラソン大会と同時開催していることから、ラン

ナーの皆さんも多く足を運び、牛肉・豚肉の試食

コーナーや牛汁、牛乳の無料配布のテント前に集ま

り、とよまの味を堪能していました。

とよまの味を大いに楽しむ

登米でとよま産業まつり

市スポーツ少年団南方支部による清掃作業「第２回

クリーンキャンペーン」が１１月の各週にわたり地区

内の各施設で行われました。これは、日ごろ活動で

使用している施設などに感謝を込め清掃作業を行お

うと開催されたものです。南方剣道スポーツ少年団

では１１月６日、団員・保護者など２０人が参加して練

習で使用している南方武道伝承館に感謝を込め清掃

作業に汗を流しました。作業では、空き缶やタバコ

の吸殻などが多く収集され、実施後、施設周辺は大

変きれいになりました。

▲映像を交えながら、自然災害の恐ろしさとその対応方法を学びました

津山公民館で１１月２４日、「横山地区防災講習会」が開

催されました。津山町では昨年１０月８日の台風１８号

で多大なる被害を受けた横山地区住民が「横山地区

災害から人命財産を守る会」を発足し、各関係機関

への河川改修・県道整備土砂災害防止対策などの要

望活動を行っています。今回は、災害復旧技術の専

門家を講師に迎え、「自然災害とその対応」について

の講演のほか、防災対策の基本や災害復旧の際の対

応方法など、わたしたちにもできる自然災害に対す

る備えについて学びました。

活動施設に感謝を込めて
スポーツ少年団南方支部クリーンキャンペーン

▲焼肉用のコンロが設置された会場で、とよまの味を楽しむ皆さん

然災害とその対応を学ぶ

津山横山地区で防災講習会

自
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▲光輝くイルミネーションの下、両校の生徒が素晴らしい合唱を披露

▲子どもたちから、心のこもった「肩もみ」のプレゼント

石越小学校で地域の皆さんへの感謝を込めた「感謝

集会」が11月25日開催されました。集会には、地元

の警察官、交通安全指導隊、スクールバスの運転手

など、いつも児童たちがお世話になっている関係者

が招待され、児童全員の感謝の気持ちがいっぱいに

詰まった感謝状や手づくりの鉛筆立てなどたくさん

のプレゼントが手渡されました。また、児童の心の

こもった「肩もみ」のプレゼントもあり、「いつもあ

りがとう」の気持ちを通じて児童と招待者の心が一

つになれた一日でした。

ありがとうの気持ちを込めて

市内の総合型地域スポーツクラブで７番目の設立と

なる、東和スポーツクラブ「あばせ」の設立総会が

１２月５日、東和勤労青少年ホームで行われました。

クラブ名称の「あばせ」は、方言で「一緒にいきま

しょう」という意味で、誰もが参加でき、気軽に楽

しめることを目的としています。クラブでは平成２３

年４月から、アーチェリーをはじめ１０種類のスポー

ツ教室、またスポーツだけではなく年齢を問わずに

参加できる健康体操教室などの開催も予定されてい

ます。

誰もが楽しみながら健康に
東和スポーツクラブ「あばせ」設立

新田小・中学校の児童生徒による「歓喜に寄すを歌

う会」が12月10日、新田小学校で開催されました。

この行事は、合唱を通して新年への希望や、目標を

新たに誓う事を目的に毎年開催されています。会で

は、新田小５・６年生の児童による児童会の歌や、

小・中学生合同での「Tomorrow」などが披露され、

生徒たちの美しい歌声が響き渡りました。また、幻

想的な雰囲気の中、「ベートーベンと第九」の詩の朗

読と、「歓喜に寄す」の合唱が行われ、会場に訪れた

保護者や地区住民は静かに聞き入っていました。

寒
新田中学校で歓喜に寄すを歌う会

天に響く美しい歌声

▲アトラクションでの、エアロビクス協会員による華麗なダンス

石越小学校で感謝集会
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幼年防火クラブへ鼓笛隊セットを寄贈

トピックス 
 ぷらぷらすす

幼年期から防火への正しい知識を身に付けてもらおうと１１

月２７日、つやま幼稚園幼年消防クラブ（鈴木みつ子園長）

に太鼓やシンバルなどの幼年消防用鼓笛隊セットが寄贈さ

れました。これは、日本防火協会から宝くじの助成を受

けて市消防本部が購入したもので、贈呈式では相馬予防課

長から鈴木園長に鼓笛隊セットの目録が手渡されました。 ▲「園児の火災予防運動の一助に」と目録を贈呈

▲この日のために鍛錬を重ねた歌声を披露する参加者

艶やかな歌声でうたう「長持唄」

婚礼の席に欠かせない長持唄で自慢ののどを競う「みやぎ

長持唄全国大会」が11月23日、登米祝祭劇場で開催されま

した。今回で１０回目となるこの大会には、遠く長野県や栃

木県からの出場者も含め１０９人が参加しました。午前中の

予選から多くの観客の皆さんが会場に詰めかけ、一人一人

の凛とした歌声に、大きな拍手が送られていました。

▲愛好者が大勢集まり、レクダンスで友好を深めました

レクの輪で華麗・活力・輝きを

流行のメロディや歌謡曲にあわせて 振り付けを行うレク

ダンスの交流会が１１月２７日、中田総合体育館で開催され市

内外から２０サークル・約３５０人が参加しました。交流会では

普段から親しんでいる曲の披露や、新曲への挑戦などが行

われ、参加者は思い思いの華やかな衣装に身を包み、音楽

に合わせて軽やかなダンスを披露しました。

12月4日から10日までの第６２回人権週間の期間中、市内各

地域でさまざまな催しが行われました。その一環として１２

月４日、ロックシティ佐沼で街頭啓発運動がで行われまし

た。活動は各地域の人権擁護委員の皆さんを中心に、迫

ボーイスカウトの皆さんの協力のもと実施され、啓発物を

配布しながら、買い物客に人権の尊重を呼び掛けました。

人権について関心と認識を深めよう

▲人権擁護委員とボーイスカウトによる啓発活動

１２/４

７/４１１/２７

１１/２７

１１/２３
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市
民
の
広

市
民
の
広
場場

優芽ちゃんは、人形のぽぽ

ちゃんがお気に入り。ミルク

を飲ませたり、服を着せたり

してあげます。茶わんの片付

けやテーブル拭きなど、お母

さんのお手伝いをしてくれる

働き者の優芽ちゃんです。

伊藤  優  芽 ちゃん
ゆ め

（石越町駅前）

平成２０年１月２２日生まれ

（２歳）

元気さんの長女

菅原　 爽 さん（浅水小５年）
さやか

（中田町川面・光春さん方）

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
と

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ししししししししししししししししししししし
の

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
№６９

市民の広場の保護者

名は、取材時に申し

出のあった人の名前

を掲載しています。

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
　
萎
９
８
７
‐
０
５
１
１

　
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０
　
胃
０
２
２
０
（
　
）
９
１
６
４

２２

２２

　
　
 E
メ
ー
ル

k
oho@

c
ity
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

　
学
校
で
は
、
図
書
委
員
会
に
所

属
し
て
い
る
爽
さ
ん
。
図
書
の
貸

し
出
し
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
低

学
年
へ
は
、
貸
し
出
し
カ
ー
ド
に

記
入
し
た
り
、
貸
し
出
し
の
方
法

を
教
え
て
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
２
年
生
か
ら
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
所
属
し
、
多
く
の
仲
間
と
と
も

に
、
週
２
回
の
練
習
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

堅
実
な
プ
レ
ー
が
持
ち
味
の
選
手
に

　
そ
ん
な
爽
さ
ん
の
夢
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
プ
ロ
選
手
に
な
る
こ
と
。

　
今
後
の
練
習
で
は
、
ゴ
ー
ル
下

で
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
や
、
素
早
い

攻
守
の
切
り
替
え
が
で
き
る
よ
う

体
力
と
脚
力
の
強
化
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

　「
将
来
は
、
堅
実
な
プ
レ
ー
を

し
て
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

歴代のウルトラマンの名前を

全部覚えているほど、ウルト

ラマンが大好きな瞬くん。外

でも元気に遊び、家の近くの

公園でお父さんと一緒に滑り

台やサッカーをするのが大の

お気に入りの瞬くんです。

 

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
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俳
　
句

 初
  雪
 の
 消
 え
て
 地
  震
  跡
  現
 れ
に
け
り
　
　
　
藤
　
野
　
尚
　
之
（
 迫
 ）

は
つ
 ゆ
き
 

き
 

な
 
え
 
あ
と
 
あ

 山
茶
花
 

さ

ざ

ん

か

の
 垣
  根
 つ
ら
な
り
 花
 あ
か
り
　
　
　
佐
　
藤
　
茂
　
子
（
東
和
）

か
き
 
ね
 

は
な

 医
  者
  嫌
 ひ
の
 母
 が
 教
 へ
た
 玉
  子
  酒
 　
　
　
　
及
　
川
　
ヤ
　
エ
（
東
和
）

い
 
し
ゃ
 ぎ
ら
 

は
は
 

お
し
 

た
ま
 
ご
 
ざ
け

 梧
  逸
  師
 の
 菊
 の
 色
紙
 を
 年
  用
  意
 　
　
　
　
　
小
　
平
　
華
　
子
（
東
和
）

ご
 
い
つ
 
し
 

き
く
 

し
き
し
 

と
し
 よ
う
 
い

 寄
  鍋
 や
 秘
  蔵
 の
 酒
 も
 持
 ち
 込
 ま
れ
　
　
　
　
小
野
寺
　
和
　
彦
（
東
和
）

よ
せ
 な
べ
 

ひ
 
ぞ
う
 

さ
け
 

も
 

こ

 小
  春
  日
 や
あ
ま
た
 菩
  薩
 の
 深
 い
 笑
 み
　
　
　
菊
　
地
　
典
　
子
（
中
田
）

こ
 
は
る
 
び
 

ぼ
 
さ
つ
 

ふ
か
 

え

 永
  年
 の

な
が
 ね
ん

 友
 が
逝
く

と
も

 夜
 の
よ

 虎
  落
  笛
 　
　
　
　
　
菊
　
地
　
完
　
二
（
中
田
）

も
 
が
り
 ぶ
え

せ
せ
ら
ぎ
や
 白
 き
 茅
  庵
  飛
  騨
 の
 国
 　
　
　
　
近
　
藤
　
譲
　
行
（
中
田
）

し
ろ
 

ぼ
う
 あ
ん
 
ひ
 

だ
 

く
に

 指
  先
 で
 軽
 く
 叩
 い
て
 初
 

ゆ
び
 さ
き
 

か
る
 

た
た
 

は
つ

 氷
 　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
武
比
古
（
中
田
）

ご
お
り

 冬
 の
 暮
  異
 

ふ
ゆ
 

く
れ
 
い

 郷
 

き
ょ
う

の
 人
 と
 足
  湯
 し
て
　
　
　
　
　
西
　
條
　
と
き
子
（
津
山
）

ひ
と
 

あ
し
 
ゆ

 乳
  飲
 み

ち
 
の

 児
 の
ご

 笑
  顔
 あ
ふ
れ
し

え
 
が
お

 小
  春
 か
な
　
　
山
　
田
　
直
　
信
（
津
山
）

こ
 
は
る

　ま
な
う
ら
に
 薪
  割
 る
 父
 や
 雪
 

ま
き
 
わ
 

ち
ち
 

ゆ
き

 蛍
 　
　
　
　
　
武
　
山
　
よ
り
子
（
津
山
）

ぼ
た
る

　
　
　

川
　
柳

 農
  政
 は
 猫
 の
 目
 よ
り
も
 万
  華
 

の
う
 せ
い
 

ね
こ
 

め
 

ま
ん
 
げ

 鏡
 　
　
　
　
　
武
　
内
　
弘
　
也
（
中
田
）

き
ょ
う

 初
  雪
 や
 攻
 め
か
ら
 守
 り
の
 五
 

は
つ
 ゆ
き
 

せ
 

ま
も
 

ご

 十
 

じ
ゅ
う

 代
 　
　
　
　
佐
　
藤
　
美
穂
子
（
石
越
）

だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
２
月
号
は
短
歌
で
す
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１
月
　
日
ま
で
ご
応

１２

募
く
だ
さ
い
。
な
お
作
品
に
は
す
べ
て
か
な
を
振
っ
て
く
だ

さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

作

品

募

作

品

募

集集

!!

 佐々木  瞬 くん
しゅん

（豊里町新町）

平成１９年１０月１７日生まれ

（３歳）

慎太郎さんの長男
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いつも元気一杯な春道くん。

最近では、お父さんと一緒に、

家の近くにある北上川の土手

で、自転車の乗り方を練習し

ています。昨年１１月に、かわ

いい弟が生まれ、お兄ちゃん

になった春道くんです。

小堀  春  道 くん
はる と

（登米町三日町）

平成１９年３月１日生まれ

（３歳）

康宏さんの長男

玲萌ちゃんは、歌と踊りが大

好き。いろいろな曲を上手に

歌いながら踊ります。中でも

「犬のおまわりさん」が一番の

お気に入りです。体を動かす

のが大好きな玲萌ちゃんは、

いつでも元気一杯です。

 及川  玲萌 ちゃん
た ま き

（迫町錦東）

平成２０年５月８日生まれ

（２歳）

浩さんの次女

■大人向け

　※たくさん新刊が入りました。詳しくは市ホーム

　　ページをご覧ください。

■子ども向け

わ げ す た づ

わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ

まままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののの若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆
№６９

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　

№６９

新刊紹介 ＝迫図書館＝ 緯０２２０（２２）９８２０

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
身
長
と
血
液
型
　
１
７
５

㌢

で
Ｏ
型
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
現
在
は
　
昨
年
の
４
月
か
ら
東

和
土
地
改
良
区
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　
仕
事
で
は
、
主
に
事
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
大
変
な
面
も

あ
り
ま
す
が
、
職
場
の
皆
さ
ん
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
自
分
の
性
格
　
い
つ
も
笑
顔
で
、

お
お
ら
か
な
タ
イ
プ
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
休
日
は
　
家
に
い
る
こ
と
よ
り

も
外
出
す
る
こ
と
が
多
く
、
友
達

と
古
川
や
仙
台
方
面
に
遊
び
出
掛

け
ま
す
。
ま
た
、
兄
弟
が
多
い
の

で
、
家
に
い
る
と
き
は
妹
や
弟
の

面
倒
を
見
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
趣
味
は
　
小
学
１
年
か
ら
始
め

た
剣
道
が
趣
味
で
、
現
在
は
地
元

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
、
子
ど
も

た
ち
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
理
想
の
女
性
像
　
自
分
と
価
値

観
や
考
え
方
が
似
て
い
る
人
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
　
友
達

と
一
緒
に
旅
行
に
行
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
が
好
き

な
の
で
、
国
内
な
ら
ば
京
都
や
奈

良
な
ど
の
歴
史
あ
る
寺
院
を
見
て

回
り
た
い
で
す
。

佐藤　慧さん（19歳）

　さとう　けい　

　東和町米川第４区・しし座

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
が
山
積
み

上
司
か
ら
よ
り
多
く
の
事
を
学
び
た
い

ぎっちょんちょん

群 ようこ／著

高校生の娘を抱え、夫と別

れたエリコ。三味線に魅か

れ、プロを夢見るが・・・。

にほんの新幹線

イカロス出版／発行

新幹線の写真絵本です。新

しい東北新幹線、「はやぶ

さ」も載っています。

やさしくできる傾聴

中村 有／著

親身になって相手の話を聴

く「傾聴」。その方法が分か

りやすく書かれています。

さすらい猫ノアの伝説

重松 清／著

黒猫ノアが教室にやってき

ました。大切なことは何か

をみんなに伝えるために。

十二支のはじまり
高谷 まちこ／著 

十二支に選ばれた動物のお

話です。どのようにして決

まったのでしょうか？

作ってあげたい
赤ちゃんニット
渡部 サト／著

ベビーニットを手編みして

みませんか。かわいらしい

作品がいっぱいです。
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　登米祝祭劇場
　１月のイベント情報

◆あすなろ俳句展

【日時】　１月４日（火）～２８日（金）

　午前１０時～午後５時

　（最終日は正午まで）

　※毎週月曜日は休館日です。

　ただし月曜日が祝日の場合は、そ

　の翌日が休館日となります。

【場所】　レストラン蓮房

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

◆登米市風景画コンクール

【日時】　１月８日（土）～１０日（祝） 

　午前９時～午後５時

　（最終日は午後３時まで）

【場所】　小ホール

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米市教育委員会　

　緯 0220（34）2670

◆親しみクラシック　マリンバ＆ピ

アノ　浜まゆみ　羽田めぐみ

【日時】　１月２１日（金）

　午後６時３０分～

【場所】　小ホール

【入場料】　大人＝1,000円

　高校生以下＝無料整理券

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

◆ふだん着コンサート　

てまひまコンサート

【日時】　１月３０日（日）

　午後１時３０分～

【場所】　小ホール

【入場料】　大人＝500円

　高校生以下＝無料整理券

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

　国土交通省では、迅速なリコール

の実施やリコール隠しなどのため、

「自動車不具合情報ホットライン」を

通じて、皆さんの車に発生した不具

合情報を収集しています。

纂フリーダイヤル　0120（744）960

纂自動音声　緯 03（3580）4434　

纂ホームページ受け付け

　www.mlit.go.jp/RJ/

　あこがれのスポーツ選手はどんな食

事をしているのか、水泳・北島康介選

手やベガルタ仙台などのＪリーガーの

栄養管理をサポートした管理栄養士さ

んの話しを聞いてみませんか。

【日時】　１月２２日（土）

　午後１時３０分～４時

【場所】　中田農村環境改善センター

【内容】　①みやぎ食育アドバイザー

　（管理栄養士）川端理香さんによる

　講演

　②高校生による「食」や「農」に

　関する取り組み発表

　③展示コーナーなど

【入場料】　無料

【申込方法】　電話

【申込期限】１月１２日（水）

【申し込み・問い合わせ】　

　宮城県東部保健福祉事務所

　登米地域事務所　成人・高齢班

　緯 0220（22）6117

　「スポーツと食育」
　食育講座参加者募集

　林林館　陶芸教室
　参加者募集

【日時】　１月２８日（金）

　午後３時３０分～

【場所】　ホテルニューグランヴィア

【演題および講師】　

　「どうなる日本の政治と経済」　

　講師： 三  反  園 
み た ぞの

 訓 さん（テレビ朝日コ
さとし

　　　　メンテーター）

【聴講料】　無料

【入場者数】　２００人

【申込期限】　１月２４日（月）

　平成23年
　新春講演会開催

【日時】　１月３０日（日）、３１日（月）

　午前１０時～正午

【場所】　林林館２階

【テーマ】　ひな人形（立ちびな）を

　作ろう

【講師】　瑞樹窯　笠政彦さん

【参加人数】　各２０人

【材料費】　2,000円～2,300円

【申込方法】　電話

【申込期限】　開催日の３日前

【申し込み・問い合わせ】　

　林林館　

　緯 0220（45）1821

　森の茶屋　

　緯 0220（45）1218

【申込方法】　電話

【申し込み・問い合わせ】　

　（社）登米法人会

　緯 0220（22）6617　

自動車の不具合情報を
お寄せください

　「１１０番の日」は、皆さんのための１１０番が、本来の目的に沿って正しく利用

されるように、皆さんの一層のご理解とご協力をお願いする日です。

　１１０番通報制度は、地域の皆さんと警察を結ぶホットラインとして定着し、

事件・事故の早期解決に大きく貢献しています。

　１１０番につながったら、通報者は、慌てず落ち着いて、ゆっくり応えてくだ

さい。警察では、どんな事件・事故なのか、必要なポイントを聞き取ること

で、素早く適切な措置をとることができます。

※急を要さない要望・相談・苦情などは、警察相談専用電話「悩むよりかけ

て安心♯9110」を利用しましょう。

【問い合わせ】　佐沼警察署　緯 0220（22）2121

　　　　　　　登米警察署　緯 0220（52）2121

１月１０日は１１０番の日「事件事故  慌てず焦らず  １１０番」
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　白鳥スマイル
　キッズデー

　親子で体験保育ができます。

【日時】　１月１４日（金）

　午前９時３０分～１１時

【場所】　白鳥ゆめっこ保育園（迫）

【対象者】　１歳～就学前の児童

【内容】　もちつき

【申込方法】　電話

【申し込み・問い合わせ】

　白鳥ゆめっこ保育園

　緯 0220（22）1108

　※随時、受け付けしています。

【問い合わせ】　デジサポ宮城　緯 022（745）1500

　　　　　　　地デジコールセンター　緯  0570（07）0101

～地デジいろは塾～ №１９

皐地上デジタル放送浸透度調査の結果について

　昨年９月に行われた地上デジタル放送に関する浸透度調査によると、地

上デジタル放送対応受信機の世帯普及率は全国平均で90.3％となりました。

　未対応と回答した世帯のうち、7.6％の世帯が「これから対応を予定して

いる」と回答しているので、合わせて『約９８％』の世帯がアナログ終了ま

でには地デジ化することになります。

　また、宮城県の普及率は全国平均を若干下回る89.2％となりました。昨

年３月の調査から12.6％の増加、都道府県別の順位では４２位から３０位まで

上昇しました。

　デジサポでは、「予定が無い」などと回答した、もしくは無回答だった約

２％の世帯への働き掛けを行い、『１世帯残らず』の目標に向けて今後も活

動を行っていきます。

　１１月のエコポイント制度変更による駆け込み需要の際と同様に、アナロ

グ放送終了間際にも混乱が起こることが予想されます。早めのご準備をお

願いします。

　１月の
　パソコン相談室

興パソコン教室　

①カレンダーを作成してみませんか。

【日時】　

　１月１１日（火）　午前１０時～正午

　１月１４日（金）　午後７時～９時

②予定表を作成してみませんか。

【日時】

　１月１８日（火）　午前１０時～正午

　１月２１日（金）　午後７時～９時

①②共通事項

【場所】　迫にぎわいセンター

【受講料】　2,000円　

【申込方法】　電話

【申込期限】　受講日前日まで

興無料相談室

【日時】　１月２３日（日）　

　午前１０時～正午

【場所】　米山公民館

【申込期限】　５日前まで

興出前コース

　あなたの自宅にパソコンを持参し

て、パソコン操作のどんな相談にも

応じます。

【料金】　１コース（４時間）

　＝5,000円

【申し込み・問い合わせ】

　ＮＰＯ法人パソコン・ネット・みやぎ

　緯 0220（２１）5262　

　第33回佐沼どんと祭

【日時】　１月１４日（金）

　裸参り＝午後６時３０分～

　点火＝午後７時～

【場所】　羽黒神社・津島神社

【注意】　当日午後６時から８時まで

　の間、一市・八日町通りの車両通

　行はできません。車でお越しの際

　は、県登米合同庁舎駐車場をご利

　用ください。

【問い合わせ】　登米中央商工会

　緯 0220（22）3681

　「とめっこマネー」の第６回抽選会

が１月２０日（木）に行われますので、

お知らせします。

【抽選対象】　平成22年７月１６日か

　ら平成２３年１月１５日までに加盟店

　で使用されたもの。

【賞品について】　

　「とめっこマネー」
　第６回抽選会

本 数賞　品

10本とめっこマネー 20,000円分特賞

20本とめっこマネー   3,000円分１等

30本とめっこマネー   2,000円分２等

30本とめっこマネー   1,000円分３等

100本とめっこマネー     500円分４等

【当選発表】　２月上旬にチラシまた

　は店頭掲示板などで発表します。

【その他】　葛家電・住宅エコポイン

　トを「とめっこマネー」に交換す

　ることもできますので、ぜひご利

　用ください。葛１月１６日以降に加

　盟店で使用された商品券は次回の

　抽選対象になります。　

【問い合わせ】　登米市振興協同組合

　緯 0220（22）3681

　第２回「合同就職説明会」を２月

２日（水）にグランドホテル平成

（大崎市古川）で開催します。

　新規学卒者の採用計画を考えてい

る企業または事業主の皆さん、ぜひ

この機会にご参加ください。

　なお、詳細については、下記に問

い合わせください。

【問い合わせ】　

　ハローワーク迫　学卒担当

　緯 0220（22）8609

　「合同就職面接会」
　参加企業募集
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アルコール
家族教室

精神保健
福祉相談

２５日（火）
午後１時３０分～

午後３時３０分

２７日（木）
午後１時３０分～

午後３時３０分

日時

３階
会議室

１階
クリニック室

場所

【問い合わせ】　市民生活部国保年金課　年金医療係　緯 0220（58）2166

　　　　　　　古川年金事務所　緯 0229（23）1203

　県登米保健福祉事務所
　（保健所）健康相談など

　プライバシーは守られますので、

安心してご相談ください。

【１月の相談日】

【相談料】　無料

【会場】　県東部保健福祉事務所登米

　地域事務所

【注意事項】　必ず予約が必要です。

　日程など変更する場合もあります

　ので、予約の際に確認してください。

【その他】　保健師による相談も随時

　受け付けしています。

【予約先・問い合わせ】

　県東部保健福祉事務所登米地域事

　務所　母子・障害班

　緯 0220（22）6118

　年金の申請手続き、支払内容、

加入状況など、年金に関する相

談に応じます。

【１月の開設日】　１月１３日（木）

【時間】　午前９時１０分～正午

　　　　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【問い合わせ】　古川年金事務所

　緯 0229（23）1204

年金相談所開設

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ国民年金だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　新成人の皆さん、20歳になると、義務として国民年金に加入しなければい
けないことをご存じですか？
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やけがで障がいが
残ったときや、一家の働き手が亡くなったときなど、あなたやあなたの家族
を守ってくれます。
　「年金なんてまだまだ先のこと」と思う人もいるかも知れませんが、老後
にきちんと年金を受け取るには、20歳のうちから保険料を納付しなければ
なりません。
　また、突然の事故で、障がいや死亡といった状態になってしまったとき、
自身や家族の経済的な支えとなる年金を受け取るためにも、普段からきち
んと保険料を納付することが大切です。　

◆国民年金の加入者は職業などによって３種類に分かれ、保険料の納付方

法も異なります。

　第１号被保険者＝学生、フリーター、自営業者、農業従事者などとその配偶者

　第２号被保険者＝会社員、公務員などの厚生年金保険、共済組合の加入者

　第３号被保険者＝第２号被保険者に扶養されている妻（または夫）

　このうち、第１号被保険者になる人は、給料から天引きされる会社員など

と異なり、自分で保険料月額15,100円（平成22年度）を納めなくてはいけ

ません。加入の手続きをとると、納付書が送付されますので、銀行や郵便局、

コンビニエンスストアなどの窓口で支払うか、口座振替などの方法で納付

します。もし収入がなく納付が困難なときは、申請により保険料の納付が

免除または猶予される制度があります。また、学生には「学生納付特例」と

いう制度があります。納付が難しいときには、未納のままにせず、必ず年金

事務所などにご相談ください。　

20歳になったら『国民年20歳になったら『国民年金金』』

◆生活を支える３つの基礎年金

病気やけがで障がいの
状態になったときに

障がい基礎年金

高齢になったときに

老齢基礎年金

一家の支えに、もしものことが
あったとき、残された遺族に

遺族基礎年金

　平成２３年１月１日から２月

２８日までの２カ月間、「はた

ちの献血」キャンペーン期間

中です。

　献血は最も身近なボラン

ティア、あなたのわずかな時

間で救える命があります。

　ぜひ、皆さんのご協力をお

願いします！

「はたちの献血」キャンペーンのお知らせ

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　健康推進係　緯 0220（58）2116
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【応募資格】　市内の小学生以上

【部門、テーマなど】

　▼小学生低学年（１年生～３年生）の部

　①作文テーマ＝「こんな学校だったらいいな」

　②原稿用紙＝４００字詰め原稿用紙２枚程度

　▼小学生高学年（４年生～６年生）の部

　①作文テーマ＝「これから挑戦したいこと」

　②原稿用紙＝４００字詰め原稿用紙２枚程度

　▼中学生の部

　①作文テーマ＝「学校生活で大切なこと」

　②原稿用紙＝４００字詰め原稿用紙３枚程度

　▼一般の部（高校生以上）

　①論文テーマ＝「登米市教育への期待」

　②原稿用紙＝４００字詰め原稿用紙５枚程度

　▼教職員の部（個人･団体を問いません）

　①研究論文テーマ＝自由

　②原稿用紙＝自由

　※いずれも作品は自作・未発表のものに限ります。

　※応募作品は原則返却しません。

【応募方法】　「作品応募用紙」に必要事項を記入し、作品

　の前面に張り付けて、郵送または持参してください。

　「作品応募用紙」は、教育委員会教育総務課（市役所中

　田庁舎３階）に備え付けてあるほか、市ホームページ

　からもダウンロードできます。

　なお、小･中学生の部と教職員の部については、学校を

　通じて応募してください。

【締め切り】　１月２８日（金）

【表彰】　

　①小学生低学年の部、小学生高学年の部＝賞状と図書

　　券（７千円、５千円、３千円）

　②中学生の部＝賞状と図書券（１万円、７千円、５千円）

　③一般の部、教職員の部＝賞状と賞金（３万円、２万

　　円、１万円）

　※入賞作品は、市ホームページでお知らせします。

【応募先・問い合わせ先】　

　教育委員会教育総務課　総務係

　〒987－0602　登米市中田町上沼字西桜場１８番地

　緯 0220（34）2670　

　市民の皆さんに、市の教育に対する関心を高めてもらうとともに、教育の在り方など、さまざまな提言をい

ただき、これからの教育の進展につなげるため、作文･論文コンクールを実施します。

　なお、このコンクールは、上杉皮膚科医院（迫）・上杉 恭 
やす

 弘 先生からいただいた寄付金により、昨年に続いて
ひろ

実施するものです。

教育をテーマに作文・論文を募集！

※（　）内には申し出があった保

護者の名前を掲載しています。

1１ 月17日の
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった子
は、市内１地区で
１５人中６人でした

袋　 結  衣 ちゃん
ゆ い

（迫町永田・昭二さん）

浅野　 萌 ちゃん
もえ

（迫町錦東・恭伸さん）

髙橋　 柚  乃 ちゃん
ゆ の

（迫町萩洗・康博さん）

髙橋　 美  琴 ちゃん
み こと

（迫町大浦・賢さん）

渡邊　 遥  輝 くん
はる き

（迫町江合・光次さん）

鈴木　 洸  晴 くん
こう せい

（迫町山の内・淳さん）
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▼新年明けましておめでとうございます。

昨年中は、取材の際多くの皆さんにご協

力をいただきありがとうございました。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

▼皆さんはことしの抱負はもう決めまし

たか？面倒くさがりのわたしは、ことし

こそ何事にもアクティブ【活動的、積極的、

能動的】に行動できる年にしたいと思っ

ています。（猪股）

編 集 室 か ら

人　口
世帯数地区

計女男

21,46611,13410,3327,283迫

5,3342,8002,5341,800登米

7,3493,7663,5832,444東和

16,1678,2807,8874,684中田

6,8133,4763,3372,044豊里

10,2605,2425,0182,851米山

5,5452,8212,7241,586石越

9,0654,6934,3722,538南方

3,8321,9871,8451,208津山

85,83144,19941,63226,438合計

登米市の人口・世帯数

（平成22年11月末現在）

増減数Ｈ２１Ｈ２２

    10件  290件  300件
人身事故

発生件数

 △2件      4件      2件 死者数

   44件  359件  403件負傷者数

　10件1,371件1,381件
物損事故

発生件数

（平成２２年１月からの延べ件数）

（佐沼・登米警察署調べ）

市内の交通事故発生状況

（平成22年11月末現在）

【事故の特徴】　

　高齢者の事故や出会い頭の事故、追突

　事故などが特に多いので気をつけま

　しょう。

1月の納税

納期限  １月３１日（月）

忘れずに納めましょう

国民健康保険税                 ８期
介護保険料　　　　　　　８期
後期高齢者医療保険料　　７期

納税は便利な口座振替で

　ブルーシー・アンド・グリーンランド（B&G財団）では、「体験クルーズ」

の参加者を募集しています。 

　全国から集まる500人の仲間と、さまざまな体験をしてみませんか？

【実施期間】　３月２６日（土）～３１日（木）　※５泊６日・船内泊

【寄港地】　東京都小笠原村（小笠原諸島父島／東京港晴海埠頭発着）

【対象】　小学校４年生～中学校３年生の男女　

　※健康で日常の学校生活が可能な人（申込受付後、医師の健康診断書

　を提出してもらいます）

【募集人員】　６人（応募者多数の場合は抽選）　

　※過去にB&G事業で補助を受けた人は除く。

【参加費】　小学生＝98,000円　中学生＝108,000円

【参加補助金】　市で、１人当たり35,000円の補助金を交付します。　

【申込方法】　電話　※後日正式な申請書を送付します。

【申込締切日】　１月２１日（金）

【申し込み・問い合わせ】　

　教育委員会生涯学習課　体育振興係　緯 0220（34）2698　

B&G「体験クルーズ」参加者募集

【対象者】　市内在住の２歳児と３歳児

　 ▼２歳児＝平成２０年４月２日～平

　成２１年４月１日生まれ

　 ▼３歳児＝平成１９年４月２日～平

　成２０年４月１日生まれ

【ねらい】　親子で楽しく遊ぶ

【募集人員】　 ▼２歳児＝２０人　

▼３歳児＝３０人

【活動日時】　週１回程度　

▼２歳児＝午前１０時～１１時　

▼３歳児＝午前１０時～１１時３０分

【活動内容】　親子で一緒に歌や体操、

　遠足、製作活動などをします。

【保育料】　無料（教材費、おやつ代　

　は別途負担となります。）

【申込方法】　迫児童館備え付けの申

　込用紙に必要事項を記入の上、直

　接持参してください。

【受付期間】　

　１月１４日（金）～２月４日（金）

【申し込み・問い合わせ】　迫児童館　

　緯 0220（22）2524

非常勤・臨時・パート職員の登録者を募集します

迫児童館幼児クラブ会員募集

　平成２３年度の非常勤職員・臨時職員・パート職員の登録者を募集します。

　採用者は、登録された人の中から必要に応じて選考を行い決定します。

　なお、過去に登録された人も平成２３年度の採用を希望する場合は、再

度登録が必要です。

【主な職種】　保育士、児童館指導員、幼稚園講師、教員補助員、看護師、

　准看護師、看護助手、介護員、事務補助員など

【募集期間】　１月７日（金）から受け付けます。

　なお、４月からの採用を希望する人は、２月４日（金）まで登録して

　ください。

【登録申請書など】　募集要領や登録申請書は、人事課・医療管理課または各

　総合支所窓口に備え付けてあるほか、市ホームページからもダウンロード

　できます。また、インターネット（電子申請）による登録もできます。

【登録の方法】　所定の登録申請書に必要事項を記入の上、写真を貼り付

　け、総務部人事課（市役所迫庁舎2階）に提出、または郵送してくだ

　さい。電子申請の場合は、市ホームページから手続きしてください。

【申し込み・問い合わせ】　総務部人事課　職員厚生係

　〒987-0511　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１

　緯 0220（22）2145
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　公共施設周辺や、公園、墓地など

において、ごみが無造作に放置され

たり、安易に捨てられるケースが後

を絶ちません。道路や空き地などに

も、空き缶や空きびんなどのポイ捨

てが見受けられます。

　このような行為は、私たちの郷土

の自然や、生活環境を損なう結果に

つながります。身近な生活環境を

守っていくために市民皆さんのご協

力をお願いします。

　不法投棄はしない・させない・許

さないという意識をもち、不法投棄

を根絶しましょう。

【問い合わせ】　

　市民生活部環境課

　生活環境係

　緯 0220（58）5553

【問い合わせ】　農業委員会事務局　緯 0220（34）2317

　不法投棄防止に
　ご協力ください

農地賃借料情報の提供について

農業委員会からのお知ら農業委員会からのお知らせせ

※畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記しません。

※上記の表は過去１年間の全賃貸借料データです。親類間などの特殊な賃貸借契約は除いています。

データ数（筆）最低額(円)最高額(円)平均額(円)地　域

　　　 266  9,80025,00018,200迫

　　　   29  7,00024,00017,400登　米

  7910,00024,00020,400東　和

478  9,00025,00019,100中　田

  8916,80027,00022,000豊　里

36218,00030,00024,700米　山

10810,00023,00020,000石　越

26911,00027,00020,000南　方

 26118,00020,00019,400津　山

1,94120,400登米市

〔１０ａ当たり、100円未満四捨五入〕【賃借料情報】　田（水稲）の部

　標準小作料制度が廃止されたことに伴い、代わりに農業委員会が農地の賃借料情報の提供を行っています。（改正

後の農地法第５２条）

　下記の賃借料情報は、平成２１年１１月から平成２２年１０月までの１年間の農業委員会を通した賃貸借契約の状況です。

今後、農地を貸し借りする皆さんは、これらを参考として双方で賃貸借料の協議をお願いします。　

　市では、より一層の行財政改革を進めるため、平成２３年度から２７年度を計

画期間とする「第２次登米市行財政改革大綱（案）」をまとめました。市民

皆さんの意見を取り入れながら策定を進めていくため、下記により意見を募

集します。

【公表する資料】　①第２次登米市行財政改革大綱（案）

　②第２次登米市行財政改革大綱実行プログラム（案）一覧

【関係資料の公表場所】　纂企画部行政改革推進課（市役所迫庁舎２階）

　纂各総合支所地域生活課　纂市ホームページ

【意見などの提出方法】　郵便、ファクシミリ、電子メールまたは持参のいず

　れかの方法で提出してください。なお、意見は任意の様式とし、住所・氏

　名・電話番号を明記してください。

【期間】　１2月2４日（金）～１月2４日（月）必着

【その他】　葛意見は、計画の作成に向けて参考にさせていただきます。

　葛個人が特定されない形で、意見の要旨などを公表する場合があります。

　葛皆さんからいただいた意見に対し、個々に回答はいたしません。

　葛電話による意見提出はできません。

【提出先・問い合わせ】　企画部行政改革推進課　行政改革推進係　

　〒987-0511　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１

　緯 0220（22）2157　胃 0220（22）9164

　死 gyoseikaikaku@city.tome.miyagi.jp 

「第２次登米市行財政改革大綱（案）」に対する意見を募集
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　「いのちを考えるシンポ
　ジウム」を開催します

　障がい者しごと相談

【相談日時】　１月２５日（火）

　午前　①９時３０分～　②１１時～

　午後　①１時３０分～　②３時～

【場所】　県東部保健福祉事務所　　

　登米地域事務所

【申し込み】　予約制です。住所地の

　総合支所市民福祉課市民福祉係に

　申し込みください。

　夜間相談窓口開設日

　納税に関する相談に応じます。

【日時】　１月２７日（木）

　午後８時まで

【場所】　市役所迫庁舎１階

　総務部税務課　徴収対策係

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

【日時】　１月１６日（日)

　午前９時～正午

【場所】　消防防災センター

【申込期限】　１月１１日（火）まで

【申込方法】　消防署・各出張所に備

　え付けてある受講申込書に必要事

　項を記入の上、直接提出または電

　話で申し込みください。

【問い合わせ】　消防署救急係　

　緯 0220（22）2119

　１月の普通救命講習会

　または同程度の知識のある人

【対象者】　市内に在住または勤務し

　ている人（同一講習経験のない人

　が優先）

【定員】　１８人（先着順）

【参加費】　1,000円程度（テキスト代）

【電話申込受付日】　１月１２日（水）　

　※受付開始は午前１０時～

　※定員になり次第、受付終了

【申し込み・問い合わせ】　

　南方住民情報センター「るるぱ」　

　緯 0220（58）5557

　▼開館日＝火曜～日曜日・祝日の

　午前９時～午後５時まで

　▼休館日＝月曜日（月曜日が休日

　の場合は、火曜日）

パソコン入門講習（初心者向け）

【日時】　１月１９日（水）～２１日（金）

　午後７時～９時

【場所】　南方住民情報センター「る

　るぱ」（市役所南方庁舎２階）

【内容】　数値や数式の入力による表

　計算・関数などオートフィルを　

　使ったデータをコピー、基本的な

　罫線や簡単な表作成などを勉強し

　ます。

【受講資格】　入門講座を受講した人

　るるぱパソコン講習会
　受講生募集

【日時】　２月１日（火）　

　午後１時３０分～３時３０分

　（受付開始は午後１時～）

【場所】　南方農村環境改善センター

【テーマ】　「いのちを支える新しい

　つながりを求めて」～それぞれの

　立場からのメッセージ～

【シンポジスト】

　殺多重債務者無料法律相談担当　

　　 開  発 
かい ほつ

 育  子 さん（司法書士）
いく こ

　殺いのちホッとテレホン委託先　

　　田中 昤  子 さん（仙台いのちの電
れい こ

　　話  常務理事）

　殺こころの相談担当　　　　　　

　　佐藤 厚  史 さん（佐藤医院  院長）
あつ ふみ

【コーディネーター】

　小原 聡  子 さん（宮城県精神保健福
あき こ

　祉センター技術次長、精神科医）

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課

　地域保健係

　緯 0220（58）2116

【問い合わせ】 福祉事務所生活福祉課

　障がい福祉係

　緯 0220（58）5552

飼い主の皆さんへ
○犬の放し飼いはやめましょう

　飼い主は犬が好きでも、犬を怖がる人もいます。普段から放し飼いをせずに、　

　散歩のときは、必ず引き綱(リード)を付けましょう。

○狂犬病予防注射は法的義務です

　犬を飼い始めたら、お住まいの地区の総合支所で犬を登録して、毎年1回の狂犬

　病予防注射を必ず受けましょう。

　また、鑑札と注射済票は首輪などに装着することが義務付けられています。万が

　一、犬が迷子になって保護された場合などは、飼い主を特定することができます。

○散歩中のふんの後始末

　散歩中のふんは、連れている人が直ちに取り除き持ち帰りましょう。

【問い合わせ】　市民生活部環境課　生活環境係　緯 0220（58）5553

　　　　　　　または各総合支所地域生活課
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　市営住宅・特定公共賃貸
　住宅入居者募集

冬道の交通事故を防止するために

皐積雪または凍結のため、路面が滑

りやすくなります。急発進や急ブ

レーキ、急ハンドルはせず、十分な

車間距離を取って走行するように心

掛けましょう。

皐カーブの手前で十分な減速をして

走行するように心掛けましょう。

皐路面が黒く見える道路は、ブラッ

クアイスバーン（路面上が薄く氷に

覆われて、アスファルトと見分けが

つかない道）かも知れないので、十

分に注意をして走行するように心掛

けましょう。

　市営住宅・特定公共賃貸
　住宅入居者募集

市営住宅

◆石越南芦倉住宅７号

　（石越町南郷字芦倉３８番地）

　募集戸数　１戸（３Ｋ）

　家賃月額　11,500円～17,100円

　駐車場　なし

◆南方大門住宅７号

　（南方町宿畑６３番地５）

　募集戸数　１戸（３ＤＫ）

　家賃月額　14,400円～21,400円

　駐車場　なし

◆津山宮町住宅２－２号

　（津山町柳津字黄牛田高畑２２番地１）

　募集戸数　１戸（３Ｋ）

　家賃月額　11,400円～17,100円

　駐車場　なし

【募集対象者】　現に住宅に困ってい 

　る世帯

【入居資格】　①入居収入基準が15.8

　万円以下であること（小学校就学

　前の子どものいる世帯、身体障害

　者、６０歳以上の人は２１.4万円以下）。

　※収入基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

　予定者一人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で割った金額。　

　②同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　※原則として単身での入居はでき

　ませんが、  ６０歳以上の人（ただし、

　特例として平成１８年４月１日現在

　で５０歳以上の人も可）、身体障害者

　（１～４級）・精神・知的障害者の人

　は単身入居することができます。

　③入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

　④現に市営住宅に入居している人

　は、申し込みできません。

　⑤申込者または同居予定者が暴力

　団員でないこと。

特定公共賃貸住宅

◆豊里新町特定公共賃貸住宅

　（豊里町新町５番地１）

　募集戸数　１戸  (３LDK）

　家賃月額　46,０00円～55,０00円

　駐車場　なし

◆津山柳津四丁目特定公共賃貸住宅

　（津山町柳津字本町６７番地）

　募集戸数　１戸  (１LDK）

　家賃月額　30,０00円～47,０00円

　駐車場　あり

【入居資格】　①所得基準が15.8万円

　以上48.7万円以下であること。

　※所得基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

   予定者一人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で割った金額。

　②自ら居住するために住宅を必要

　とする人。

　③同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　④入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

　⑤申込者または同居予定者が暴力

　団員でないこと。

・共通事項

【申し込み】　各総合支所地域生活課

　産業建設係

　※各住宅に重複して申し込みする

　ことはできません。

【申込期限】　

　１月１７日（月）期限厳守

【問い合わせ】

　建設部建築住宅課　住宅管理係

　緯 0220（34）2316

　１月の
　多重債務110番の日

【日時】　３日（月）、１１日（火）、　　

　１７日（月）、２４日（月）、３１日（月）

　午前９時～午後８時

▼１６日（日）午前９時～午後５時

　※この日以外でも相談受付を行っ

　ています。（受付時間＝平日の午

　前８時３０分～午後５時１５分）

【場所】　市役所中田庁舎２階

【相談料】　無料

【相談電話番号】

　緯 0220（34）2308　※直通

【問い合わせ】　

　産業経済部商工観光課　

　商業振興係

　緯 0220（34）2734
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健 康 ＆ 福 祉●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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も
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（
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方
）

【問い合わせ】　市民生活部　地域包括医療推進室
　　　　　　　緯 0220（58）2118

住所：南方町鴻ノ木152-1
電話：0220（29）6060
診療科：泌尿器科、内科、循環器科、皮膚科、
　　　　アレルギー科、リハビリテーション科
診療時間：午前 9：00～12：00　午後 3：００～  6：３０
　　　　　（木曜日は特殊外来・完全予約制）
休診日：土曜日午後、日曜日、祝祭日
※臨時休診もありますので、事前に電話で確認してく
ださい。

やすらぎの里サンクリニックのデータ

   大切な“いのち”を守るため
                              献血にご協力ください

全　血
10：10～12：00

ヨ ー ク ベ ニ マ ル 佐 沼 店１/5
13：00～16：30

全　血
10：00～12：00

ロ ッ ク シ テ ィ 佐 沼
シ ッ ピ ン グ セ ン タ ー

8
13：00～16：30

全　血15：00～16：00豊 里 公 民 館２7

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　健康推進係
　　　　　　　緯 0220（58）2116

産２４時間いつでもかけられます。

産名前を名乗る必要はありません。

産特定の宗教や思想、政党とは関わりありません。

産電話相談員は、２年間の研修を終了し、認定され

　た人たちです。

産固定電話からのみ通話可能です。

 0120 (  870  ) 
は な そ う

 10 
と

 8 
め

登米いのちホッとテレホンは・・・

ひと
りで

悩ま
ない
で！ 登米いのちホッとテ登米いのちホッとテレレホンホン
毎月１日は登米「いのちを育む日」
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歯科休日当番医休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）月　日

緯 0220（34）4148中田町中 田 歯 科 診 療 所緯 0220（22）7003迫　町佐 幸 医 院１/９

緯 0225（76）1214豊里町小 寺 歯 科 医 院緯 0220（34）3611中田町三 浦 消 化 器 内 科１０

緯 0220（58）2722南方町王 歯 科 医 院緯 0225（68）3210津山町おおともクリニック１６

緯 0220（34）6668中田町お お さ か 歯 科 医 院緯 0220（28）3398迫　町新 田 診 療 所２３

緯 0220（29）7020南方町みなみかた歯科医院緯 0220（45）2301東和町米 川 診 療 所３０

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】　※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課　緯 0220（58）2116

産診療時間　９：００～１７：００

産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（２４時間）

　急な発熱やケガなどで困ったとき
に、応急処置などの対応方法を看護

師が電話で相談を受け付けています。

帰電話番号　

　三8000
　（プッシュ回線の固定電話、携帯電話から）
　022（212）9390

　（プッシュ回線以外の固定電話、PHSから）
帰相談日時
　毎日19：00～23：00

こども夜間安心コーこども夜間安心コールル

※当番医は、変更になることがあります。各医療機関に確認の上、受診してください。
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　母子健康手帳は原則として、住

所地の総合支所市民福祉課健康づ

くり係で交付します。　

母子健康手帳の交付と
妊産婦相談

毎週月曜日

8：30 ～ 11：30

１月の「こころの相談」

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。※居住地以外のところでも相談できます。

一人で悩まずに相談を

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　
●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（22）5554臨床心理士迫保健センター２７日（木）迫

緯 0220（52）5054カウンセラー登米総合支所１８日（火）登　米

緯 0220（53）4112精神保健福祉士東和総合支所２１日（金）東　和

緯 0220（34）2311カウンセラー中田保健福祉会館２０日（木）中　田

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター７日（金）豊　里

緯 0220（55）2112カウンセラー米山総合支所１１日（火）米　山

緯 0228（34）2112精神科医師石越総合支所１１日（火）石　越

緯 0220（58）2113精神保健福祉士南方保健センター２８日（金）南　方

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係まで問い合わせください
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ヨガでいきいき代表

 亀井 あゆみ さん

ヨ
ガ
で
い
き
い
き
（
南
方
）

　教室では、笑い声が絶えず

毎回楽しく活動しています。

笑うことは心の健康に繋がり

ます。これからも「人の輪

（和）」を大切に、地域の皆さ

んと一緒に健康づくりをして

いきたいと思います。

　
ヨ
ガ
で
い
き
い
き
は
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
み
な
み
か
た
の
教
室
活

動
の
一
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と
し
て
、
毎
週
金
曜
日

の
午
後
２
時
か
ら
、
東
郷
公
民
館

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
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年
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で
３
年
目
に
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り
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。
参

加
者
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南
方
地
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の
会
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は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
市
内
他
町
域
・
市

以
外
か
ら
の
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者
も
増
え
講
師

の
指
導
の
下
、
毎
回
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
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理
な
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続
け
ら
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は
、
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康
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に
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果
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あ
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れ
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ま
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初
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の
人
で
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に
始
め

ら
れ
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す
の
で
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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【考案者】　佐々木 しげ 子 さん（中田）
こ

米粉のおや米粉のおやつつ

ケーキ用米粉…… ７５ｇ  豆腐…………１/2丁
長イモ…………… ５０ｇ   牛乳…………    ５０㏄
ご飯……………    １００ｇ  イナゴ (粉末)…１０ｇ
砂糖………………２４ｇ　卵………………１個
大根の葉・バター………………………… 少々
揚げ油・ゴマ・砂糖・きな粉………………  適量

　◆材料【２人分】

①米粉に潰した豆腐、溶き卵、すり下ろした
　長イモ、粉末のイナゴ、大根の葉のみじん
　切り、バター、牛乳、ご飯、砂糖をボール
　に入れしっかりと混ぜる。
②①をスプーンですくい上げ、１８０℃に熱し
　た油で揚げる。
③揚げたものにお好みでゴマ、砂糖、きな粉
　などをまぶす。
※イナゴの変りにシラスなどの小魚でも可。

　◆作り方

【ホームページでそのほかのレシピも紹介しています】

　登米市メール配信サービス

　（防災や防犯、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします）

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/ http://tomecity.mail-dpt.jp/

　モバイルとめ

　（携帯電話版ホームページ）

日　時　平成２３年２月５日（土）
　　　　　午後１時～　※開場正午

場　所　登米祝祭劇場（大ホール）

入場料　無料（全席自由）　※申し込み必要

託　児　先着５人（未就学児童）※無料

内　容　脳トレで有名な、東北大学川島隆

　太教授から、脳を活性化するためには何を

　実践すれば良いか、毎日の暮らしの中でで

　きることなどをお話していただきます。

シンポジウム　フリーアナウンサーの志伯 暁 
あき

　 子 さんをコーディネーターとして、「男女共
こ

　同参画の推進」をテーマに、川島教授をゲス

　トに迎え、皆さんと意見交換を行います。

同日開催　子どもたちが考える登米市の未

　来新聞コンクール表彰式・交流会

申し込み　氏名・住所・電話番号を記入の上、

　１月２１日（金）までファクシミリ、電子メール、

　電話のいずれかで申し込みください。申込書

　は、各総合支所にも備え付けてあります。

問い合わせ　企画部市民活動支援課

　緯 ０２２０（２２）２１７３　FAX ０２２０（22）９１６４

　死shiminkatsudo@city.tome.miyagi.jp

【プロフィール】1959年生まれ千

葉県出身。東北大学医学部卒業。

人の脳活動の仕組みの解明、研究

を専門分野とし、「脳を鍛える大

人のＤＳトレーニング」などに代

表される、ゲームソフトや知育玩

具の監修、各地での講演など、多

方面で活躍中。 登米町「油麩丼の

会」名誉会員。

講師　　川島  隆 
りゅう

 太   教授
た

基調講演基調講演 暮らしの中で実践でき暮らしの中で実践できるる

「脳「脳」」の活性の活性化化
　　　　～～「男女共同参画「男女共同参画」」が脳を元気に～が脳を元気に～

　男女共同参画

　　フォーラム
　　　～人権を考える

　　　　　　講演会～


